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この施設は，農村地域に導入されている工業に就業する者の福祉の増

進を図ることにより，農業従事者の当該工業への就業を円滑にすること

と併せて，町民の体育及びレクリエーションの普及並びにその振興を図

ることを目的として，雇用促進事業団と勝浦町の合築により建設したも

のであります。この建物の概要はつぎのとおりです。� 

構造鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)平屋建� 

2.面積建物面積997.63平方メートル� 

3.施設 体育室，談話室，管理室，男女便所，男女更衣室� 

4.事業費雇用促進事業団79，600千円


勝浦町37，150千円の合計川6，750千円
 

5.休館日 毎月第� 4火曜日及び12月28日から翌年|月� 4日まで。� 

6.使用時間 午前 8時30介から午後 10時まで。

広報かつうら� 4月号=154・昭和58年4月1日発行編集と発行勝浦町総務課

町民のうごき

世帯数� 1，965戸

人口男3，975女4，041

計8016

(昭和58年� 3月� l日現在)

出生男�  l 女� 5 計� 6

死亡男4 女 4 計 8

転入男13女ハ計24

転出男10女� 10計20
(昭和58年2月中)� 
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勝浦農村勤労福祉センター完成
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つ ら 第154号 (2) ザコカミ

三
月
議
会


昭和58年� 4月� 1日

昭
和
五
十
八
年
三
月
定
例
会
は
、

三
月
十
一
日
開
会
し
、
昭
和
五
十

八
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
二
十

五
識
案
と
追
可
議
案
一
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
三
月
十
八
日
閉

会
し
ま
し
た
。

HUν

生比奈小学校改築費認められる新年度予算

ロ
は
い


-
一
般
会
計
補
正
予
算

改
築
費
二
億
一
千
二
十
二
万
円
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
予
算
額
は
、
前
年
度
当
初
予

算
よ
り
四
千
百
三
十
二
万
五
千
円
の

減
額
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老

人
医
療
費
が
、
特
別
会
計
に
な
り
別

途
計
上
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

-
勝
浦
町
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正

住
民
票

1
百
五
十
円
か
ら
二
百
円

に
、
印
鑑
証
明 

百
五
十
円
か
ら
二

百
円
な
ど
手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
詳
し
く
は
七
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

-
老
人
等
{
丞
挺
奉
仕

手
数
料
徴
収
条
例

こ
の
制
度
は
、
今
ま
で
独
居
老
人


の
人
以
外
は
、
家
庭
奉
仕
を
受
け
ら


れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の


条
例
が
定
め
ら
れ
た
の
で
、

一
般
老


人
も
手
数
料
を
納
付
す
れ
ば
受
け
ら


れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。


争
勝
浦
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

H

旧
勝
浦
病
院
跡
に
、
農
村
勤
労
福


祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
う
条
例
で


す。



使
用
料
は
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

一
時
間
当
りl

パ
レ 

コ

ト

l

パ
レ
|
コ
ー
ト

首1商

二
百
円

四
百
円

三
月
定
例
議
会
一
般
質
問

岡

本

栄

一
議
員

マ
大
誠
音
響
に
つ
い
て
マ
少
年
問

題
に
つ
い
て

河

野

チ

ヅ

議

員

マ
特
別
養
護
老
人
ホ 

ム
の
設
置

に
つ
い
て
マ
勝
浦
町
金
庫
に
つ
い
て

山

本

美

芳

議

員

マ
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
に
つ

い
て
マ
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
マ
新
牒
業
構

造
改
善
事
業
の
取
り
組
み
方
及
び
そ

の
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
マ
土
地
開

発
公
社
の
運
用
に
つ
い
て男

議
員

マ
野
犬
対
策
と
飼
育
指
導
に
つ
い

て
マ
花
嫁
対
策
に
つ
い
て

重
夫
議
員

マ
消
防
施
設
の
務
備
に
つ
い
て

川
危
険
防
止
の
た
め
底
部
に
位
置

す
る
、
防
火
水
槽
を
有
蓋
に
す

る
件

ω溜
池
な
ど
の
危
険
個
所
の
見
直


し
に
つ
い
て


マ
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
備
改
良


岡 福

川
簡
易
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

(荷
物
の

搬
送
用
)
の
設
置
に
つ

い
て

中

l

井

出

幸

夫

議

員

マ
大
誠
音
響
勝
浦
工
場
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
マ
人
事
院
勧
告
の
完
全

実
施
に
つ
い
て
マ
天
災
資
金
の
償
還

延
長
に
つ
い
て
マ
学
校
教
育
の
現
状

と
対
策

川
中
学
校
教
育
の
状
況
と
取
り
組

み
凶
就
学
援
助
制
度
の
改
普

マ
ゴ
ミ
集
収
事
業
の
改
善
策
に
つ

い
て
マ
老
人
保
健
法
施
行
と
病
院
運

営
マ
低
所
得
者
に
対
す
る
国
保
税
の

減
免
の
制
度
化
に
つ
い
て
マ
町
民
へ

の
適
切
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

中

西

晴

美

議

員

マ
婆
羅
尾
峰
越
幹
線
林
道
の
完
成

に
伴
い
全
線
舗
装
及
び
横
瀬
橋
間
の

取
り
合
道
路
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

マ
県
道
昇
格
に
つ
い
て

川
国
民
健
康
保
険
の
一
部
改
正
と

老
人
保
健
法
笑
施
が
も
た
ら
す

町
民
の
保
険
医
療
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て

ω老
紛
者
福
祉
対
策

マ
花
嫁
、
花
婿
対
策
に
つ
い
て
マ

燥
振
法
と
燥
地
法
及
び
国
土
法
の
関

連
並
び
に
勝
浦
町
及
び
農
業
委
員
会

の
調
整
指
導
に
つ
い
て
マ
社
会
教
育

川
背
少
年
対
策
凶
生
涯
教
育

マ
生
比
奈
小
学
校
の
改
築
笑
施
を

軸
と
し
た
勝
浦
町
財
政
の
現
状
と
中

期
対
策
に
つ
い
て

昭
和
五
十
七
年
度
の
補
正
予
算
は
、

三
千
七
百
三
十
六
万
四
千
円
を
減
額

し
、
総
額
は
二
十
四
億
四
千
四
十
九

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

-
特
別
会
計
補
正
予
算

昭
和
五
十
七
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

五
億
二
千
百
十
四
万
一
千
円

簡
易
水
道
事
業
会
計

四
千
三
百
八
十
二
万
八
千
円

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計

五
千
二
百
三
十
一
万
七
千
円

-
昭
和
五
十
八
年
度

一
般
会
計
予
算

昭
和
五
十
八
年
度

一
般
会
計
当
初

予
算
は
、

二
十
億
八
千
六
百
八
十
万

八
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
に
は
、
生
比
奈
小
学
校
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(3) 第154号 カ為 ザコ つ ら 昭和58年� 4月 1日
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一昭和58年度普通会計当初予算-

その他� 109，572千円(5.2%) 

V 町税のうちわけ

町税総額� 
251，100千円� 

l町 民税�  

89，570千円� 

(35.7%) 

固定資産税� 

109，000千円� 

(43.4% ) 

国庫支出金� 
119，949千円� (5.7%) 
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他
一
費

の
一
件

そ

物
扶助費� 42，039千円(2.0%)

‘歳出の経費別分類

総額� V町税負担のうちわけ� 
2，114，196千円� /¥<9世帯当たり〉� 
(100%) 

答弁する鋭木町長

改築される生比奈小学絞

l世帯当たりが負制
する町の金� 

127，786円� 

<1人当たり〉

町民� 1人当た りが

負担する町税� 

31，324円

ι~-、~~~円--一一---- .........~ー-...---.-...-...~~'-山一~ーへ一一一一一一一一戸-~----~...---...-...............ι一一一一一日...... 


ー，¥ 

j 昭和58年度普通会計� (一般会計と住宅新築資金等貸付事業会計と合せた会計)21億� i 
1，4196000円と決まり，前年度当初予算より� 2.1%の減額となりました。� i 

( 歳入，歳出のうちわけは次のグラフのとおりです。� ( 
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昭和� 58年� 4月� l日 tJ込 イコ つ ら 第� 154号 (4) 

O O O
解
放
運
動
の
推
移

部
落
差
別
の
事
象

不
合
理
性

・
矛
盾
性
(
も
の
の

O OOOOO

み
ん
な
で
な
く
そ
う
部
落
差
別

同
和
教
育
、

学
校
で
は
・

と
呼
ば
れ
る
集
会
で
は
、
学
校
や
学

級
で
体
験
し
た
人
権
に
関
す
る
問
題

を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
お
互

い
に
検
討
し
対
策
を
考
、
え
て
い
く
こ

と
に
よ

っ
て
、
連
帯
意
識
を
強
め
て

い
き
ま
す
。

高
校
で
は
、
「
部
落
研
」
活
動
に

参
加
し
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
研

究
、
調
査
や
討
議
を
進
め
る
中
か
ら
、

部
落
解
放
に
取
り
組
む
仲
間
の
輸
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
同
和
教
育

で
学
び
、
身
に
つ
け
た
も
の
を
基
礎

と
し
て
、
自
分
で
考
え
、
感
じ
と

っ

た
こ
と
を
同
和
問
題
の
た
め
に
い
か

し
て
い
こ
う
と
す
る
子
供
達
の
輪
が

広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
家
庭
で
学
校
の
同
和

教
育
が
製
さ
れ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
最
近
で
も
保
識
者
の
一

部
の
人
途
の
中
に
は
、

古

い
考
、え
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
人
が
あ
る
よ
う
で

P
T
A

す
が
、
学
校
同
和
教
育
が
深
徹
さ
れ


る
中
か
ら
、
子
供
が
強
さ
を
持
つ
よ


う
に
な
り
、
家
庭
で
の
差
別
意
識
を


取
り
除
く
為
の
大
き
な
力
と
な

っ
て


き
て
お
り
ま
す
。


保
護
者
の
人
達
も
同
和
授
業
の
参


観
や
同
和
問
題
に
関
す
る
話
し
合
い、


  

や
地
域
懇
談
会
の
向
和
研
修


会
な
ど
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ


て
、
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認


識
を
深
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

(同
和
問
題
テ
キ
ス
ト
「
展
望
」
か
ら
)

池
田
高
校
蔦
監
督

日
ほ
祉 
し
げ
引
い
ほ

勝
浦
町
商
工
会

・
青
年
婦
人
部
で

は
、
三
月
十

一
日
、
池
田
高
校
野
球

部
監
督
の
蔦
文
也
氏
を
招
い
て
狩
別

講
演
会
を
開
催
し
た
。

「
人
生
と
野
球
」
と
題
す
る
講
演
で

蔦
監
督
の
経
験
か
ら
身
に

つ
け
た
こ

と
「①
健
全
な
身
体
を
つ
く
る
。
②
先

生
、
先
輩
な
ど
か
ら
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
。
③
精
神
的
な
独
立
④
人
生

観
を
確
立
す
る
ー
ー
と
い
う
こ
と
で

あ
る
日
と
述
べ
、
昨
年
夏
の
甲
子
園

大
会
な
ど
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

野
球
体
験
か
ら

「
た
か
が
野
球
と
思

う
な
。
さ
れ
ど
野
球
だ

「
人
生
に
失

望
し
て
は
い
け
な
い
。
あ
き
ら
め
て

は
い
け
な
い
」
:
:
:
こ
れ
を
実
証
し

て
く
れ
た
の
が
昨
年
夏
の
甲
子
園
大

会
優
勝
。
人
生
に
は
近
道
が
な
い
。

忍
耐
を
も
っ
て
す
れ
ば
何
事
も
か
な

う
。
み
な
さ
ん
も
初
心
を
忘
れ
ず
頑

h

i
u

張
れ
」
と
ユ
ニ

ー
ク
な
口
調
で
子
供

た
ち
に
も
良
く
理
解
が
で
き
る
よ
う

に
基
本
的
な
心
構
え
に
つ
い
て
強
調

し
た
。
講
演
終
了
後
、
子
供
た
ち
か

ら
「
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
が
、
本
物

の
監
督
を
見
て
う
れ
し
い
。
ま
た
、

話
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
」
「
具
体
的

に
野
球
を
通
し
て
の
話
で
よ
か

っ
た」

と
大
変
な
好
評
で
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度

勝
浦
中
学
校
就
職
者
激
励
金

三
月
九
日
、
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
昭
和
五
十
七
年
度
勝
浦

中
学
校
就
職
者
激
励
会
が
行
な
わ
れ

た

こ
と
し
は
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業

し
就
職
す
る
生
徒
は
八
人
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
職
種
は
、
自
動
車
整
備
士
、

運
転
手
、

看
議
婦
、
美
容
師
、
す
し

職
人
な
ど
、
き
ま
ざ
ま
で
す
が
、
就

職
者
一
人

一
人
を
見
る
と
、
希
望
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
感
じ
で
あ

っ
た
。

部
落
の
歴
史

明
治
以
降
の
経
済

・
社
会
休

制
の
変
化
と
部
落

同
和

O
地
域

O

。
人
権
に
か
か
わ
る
因
習
・
偏
見

な
ど
の
か
部
落
差
別
に
迫
る
内
容
。

を
核
心
と
し
て

同
和
教
育
の
視
点
か
ら
み
た
日

な
ど
の
砂
部
落
差
別
に
迫
る
内
容
を

支
え
る
も
の
。
を
関
連
的
に
学
習
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
学

習
す
る
中
か
ら
、
部
落
差
別
が
い
か

に
不
合
理
で
非
科
学
的
な
も
の
で
あ

る
か
を
認
識
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

部
落
差
別
を
中
心
に
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
不
当
性
を
見
抜
き
、
差
別

に
立
ち
向
か
っ
て
、
そ
れ
を
打
ち
破

ろ
う
と
す
る
カ
を
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
受
け
と
め
積
極
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
姿
勢
に
は
ま
だ
弱
さ

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
供
た
ち
が
、
自
分
自

身
で
考
、
え
た
り
感
じ
た
り
し
た
こ
と

を
、
他
の
人
に
わ
か

っ
て
も
ら
う
よ

う
に
表
現
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
人
権
作
文
」

・
「
人
権
標
語
」
・

「
人
権
ポ
ス
タ
ー
」

・
「
人
権
書
道
」

な
ど
を
通
じ
て
間
接
的
に
人
権
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
る
の
が
そ
の
一

つ

で
す
。

ま
た
、

「
人
権
に
関
す
る
弁
論
大

会
」
や
「
人
権
に
関
す
る
体
験
発
表
」

を
通
じ
て
、
子
供
が
自
分
の
こ
と
ば

で
仲
間
に
訴
え
る
と
い
う
こ
と
の
中

か
ら
か
人
権
を
守
る
。
こ
と
が
自
分

達
の
問
題
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
同
和
地
区
出
身
の
生
徒
の

意
見
発
表
や
体
験
発
表
に
悼
惜
し
て
、

そ
の
苦
し
み
、
悩
み
、
悲
し
み
を
よ

り
深
刻
に
受
け
と
め
、
同
和
問
題
の

解
決
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
進
も
う

と
す
る
子
供
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

「
人
権
集
会
」
や
「
人
権
委
員
会
」

学
校
の
同
和
教
育
で
は
、

差
別
と
の
か
か
わ
り

同
和
地
区
の
実
態

同
和
対
策
審
議
会
答
申

対
策
事
業
特
別
措
置
法

改
善
対
策
特
別
措
置
法

・
一
般
差
別

見
方
、
感
じ
方
)

人
間
理
解
(
相
手
の
立
場
)

常
的
課
題

¥」
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家
の
近
く
に
た
め
池
や
用
水
池
な

危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

「一子供の好きな水遊び 回楓躍訓師圃

」一一保護者が目を光らせて安全に

農村婦人の蒙洗濯室利用日程表

雨
降
り
の
あ
と
な
ど
川
や
用
水
が

増
水
し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近

づ
け
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

。自
宅
周
辺
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま

で
の
所
(
幼
児
め
活
動
範
囲
)
に
、
危

険
な
所
が
な
い
か
調
べ
て
お
き
ま
し

ょ、
 

7
。わ

た
し
た
ち
の
手
で

生
比
奈
地
区
生
活
環
境
改
善
推
進

会
(
会
長
大
柳
包
雄
)
で
は
、
昭

和
五
十
五
年
か
ら
掛
谷
・
山
西

・
今

山
・
星
谷
地
区
で
生
活
環
境
改
善
対

策
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
問
地
域
の
環
境
点
検
地
図
の
作

成
、
環
境
整
備
に
関
す
る
住
民
の
意

向
調
査
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
上
水

道
・子
供
の
遊
び
場

・農
業
用
水
路

・花

だ
ん
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
公
会
堂
の

改
善
・
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

・
町
道

の
改
修
な
ど
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
行
政
に
頼
ん
で
解
決
し

て
ゆ
く
も
の
と
自
分
た
ち
の
手
で
解

決
し
て
ゆ
く
も
の
は
何
か
に
つ
い
て

話
し
あ
い
、
と
り
あ
え
ず
手
づ
く
り

の
村
盤
備
事
業
を
導
入
し
て
、
地
域

住
民
に
よ
る
環
境
改
善
に
と
り
く
み

星
谷
地
区
で
は
「
大
宮
い
こ
い
の
広

場
」
と
各
々
に
計
画
。

一
月
中
旬
か
ら
各
地
区
と
も
区
長

さ
ん
の
指
揮
の
も
と
に
地
区
民
総
出

で
工
事
に
か
か
り
ま
し
た
。

周
囲
に
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
、
ブ
ラ

ン
コ

・
鉄
棒

・
す
べ
り
台

・
ベ
ン
チ

な
ど
次
々
に
す
え
つ
け
ら
れ
古
タ
イ

ヤ
を
利
用
し
た
ト
ン
ネ
ル
に
も
明
る

い
ペ
ン
キ
が
ぬ
ら
れ
、
各
地
区
の
特

色
を
だ
し
た

「
子
供
の
広
場
」
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

計
画
か
ら
実
施
ま
で
地
区
役
員
さ

ん
方
の
御
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
し

た
。
老
人
会
、
婦
人
会
、
生
活
改
普

グ
ル
ー
プ
、
子
供
会
な
ど
各
種
団
体

の
協
力
も
あ
り
、
い
ま
子
供
た
ち
は

こ
れ
ら
の
広
場
で
遊
び
に
た
わ
む
れ

て
い
ま
す
。
子
供
仲
間
の
話
し
合
い

も
多
く
な
り
、
住
民
の
方
々
も
広
場

づ
く
り
を
通
じ
話
し
あ
い
、
知
恵
を

だ
し
あ
い
、
労
働
の
提
供
も
生
ま
れ

ま
し
た
。

こ
の
完
成
の
菩
ぴ
を
、
住
民
一
人
ひ

と
り
に
か
み
し
め
て
い
た
だ
き
地
域
の

発
展
に
協
力
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

VV

寒
さ
か
ら
解
放

さ
れ
、
暖
か
く
な

る
と
、
子
ど
も
達

は
屋
外
で
遊
ぶ
機

会
が
多
く
な
り
ま

す。
遊
び
感
り
の
子

ど
も
達
に
は
楽
し

い
季
節
で
す
。
し

か
し
、
思
わ
ぬ
事

故
が
起
き
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

町
内
に
は
、
地
区
の
各
所
に
防
火

水
槽
や
た
め
池
、
用
水
や
谷
川
が
あ

り
ま
す
。
近
く
で
遊
ん
で
い
る
う
ち

に
、
つ
い
足
を
滑
ら
し
た
り
、
ふ
夕
、

け
た
り
し
て
落
ち
込
み
ま
す
と
命
を

な
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
保
識
者
の
賢

任
|
|
と
心
得
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
子

供
に
よ
く
注
意
す
る
と
と
も
に
、
水

の
事
故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
点
に
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。 

野
菜
を


食
べ
よ
う


健
康
な
休
を
保
つ
に
は
、
食
事
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ

に
よ
る
肥
満
、
偏
食
の
た
め
の
貧
血

が
問
題
に
な
る
な
ど
、
み
ん
な
が
み

ん
な
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

好
き
な
食
べ
物
は
多
く
、
逆
に
、
嫌

い
だ
と
あ
ま
り
箸
を
つ
け
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

毎
回
の
食
事
で
不
足
し
や
す
い
の

は
、
野
菜
類
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ピ
ー

マ
ン
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
は
、

子
供
や
若
い
人
た
ち
に
は
敬
遠
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

野
菜
は
大
き
く
「
緑
黄
色
野
菜
」

と
、
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の

「
そ
の
他
の
野
菜
」
と
に
分
け
ら
れ

ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
も
わ
た
し
た
ち

の
体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
各
種
の 

4月定例心配ごと相談� 

日時 4月!日樹…人権，行政関係� 

4月15日幽…厚生，福祉関係

午前� 10ー午後� 3時

場所 住民福祉セ ンター� 2階

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

・
ミ

ネ
ラ
ル
類
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま

す。-
ビ
タ
ミ
ン
類

ビ
タ
ミ
ン 

、 

皮
膚
や
粘
膜

A

c

j

の
健
康
を
保
つ
。
毛
細
血
管
や
軟
骨

な
ど
を
強
く
す
る
。

・
ミ
ネ
ラ
ル
類

鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・

・血
を
つ
く
る
。

歯
や
骨
を
強
く
す
る
。

ま
た
、
ゴ
ボ
ウ
、
セ
ロ
リ
な
ど
繊

維
質
の
野
菜
に
は 

N

通
じ
。
を
良
く

す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
野

菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ど
が
あ
っ
て
、
サ
ク
と
か
フ
タ
が
な

ま
し
た
。

掛
谷
地
区
で
は
公
会
堂
前
の
広
場

を
利
用
し
、
「
な
か
よ
し
広
場
」
と

日 町d日 利る用旭で日き 日雌日 利る用地で区会� 

4月l日幽 久国�  4月21日附� m江� 

2日(卦 自由�  22日俗 坂本�  

3日(団 生名�  23日ω自由

④日開} 休館日� 24日{日)坂本�  

5日(:，lj 生名 @日明) 休館日� 

6日附 生名�  26日閃 与川内� 

7日偏 星谷�  27日制 与川内� 

8日{鎚 星谷�  28日附 横瀬�  

9日仕) 自由 ③日� i鎚 休館日

⑬日間 休館日� 30日{卦 自由

⑪日明) 休館日 崩利用時間は午� 
前� 9時~午後� 
4時� 30分

※毎日月明日と� 
+兄日はf木貴官で� 
す。

蝿自由の日はあ� l 

らかじめ電話� 
等で申し込み� 
を行って下き
L、。

蝿必ず� 2人� l車且� 
でご利用くだ� 
さ� ι、。

|

12日閃 中角

13日制 中角�  

14目的 黒岩

15日樹 今山

16日ω自由

17日(日)掛谷

⑬日(月 休館日� 

19日ω山西

20日附 石原

い
場
合
は
、
所
有
者
に
申
し
入
れ
て
、

す
ぐ
処
置
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

「墓
地
参
道
の
整
備
」

を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な

山
西
地
区
で
は
神
社
境
内
に

「に

場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、勺ノ。

こ
に
こ
広
場
」
今
山
地
区
は
「
ち
び

っ
こ
広
場
」
と
「
公
会
堂
前
の
舗
装
』

MUS04
スタンプ
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農
用
地
の
利
用
促
進

ヤ
ミ
小
作
を
や
め
て

奨
励
金
を
受
け
よ
う
/

遊休農地白書効:制高;
i 
農
業
委
貝
会
で
は
、

農
地
の
高
度
利
用
を
促

進
し
、
遊
休
農
地
の
活

用
、
放
任
に
よ
る
荒
廃

農
地
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
に
、
山
牒
地
の
借

り
手
、
貸
し
手
の
あ
っ

せ
ん
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。こ

の
事
業
は
、
農
地

を
持
っ
て
い
る
が
、
自

分
は
老
齢
と
な
り
、
息

子
は
股
外
事
業
に
従
事

し
て
い
る
た
め
、
荒
廃

し
た
回

・
畑
や、

遊
休

農
地
を
規
模
拡
大
し
よ

う
と
す
る
農
家
に
貸
す

制
度
で
す
。

[!
農
業
委
員
会
が
仲
介
す
る
の
で
貸

。
農
地
を
貸
し
て
も
、
耕
作
権
が
発

生
せ
ず
、
離
作
料
を
払
わ
な
く
て

も
期
日
に
は
碓
実
に
返
し
て
も
ら

え
ま
す
。

。
所
有
権
は
、
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

農
地
法
に
よ
る
許
可
や
小
作
地
所

有
な
ど
の
制
限
を
受
け
ま
せ
ん
。

。
所
有
地
の
一
部
分
で
も
貸
せ
ま
す
。

。
十
ア
ー
ル
ご
反
程
度
)
以
上
残

し
て
お
け
ば
、
農
業
委
員
の
選
挙

権
も
あ
り
ま
す
。

。
町
の
農
業
委
員
会
が
、
貸
し
主
、

借
り
主
の
仲
介
を
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

。
貸
借
期
間
の
終
期
が
近
づ
く
と
双

方
の
関
係
者
に
股
業
委
員
か
ら
通

知
し
ま
す
。

地
主
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
地
主
に
は

小
作
料
の
ほ
か
に
次
の
と
お
り
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

。
十
ア
ー
ル
(
一
反
程
度
)
当
り
の

奨
励
金

(一

回
限
り
)

貸
付
期
間
三
年
1
五
年 

一
万
円 

H
H

// 

ノ、� 

回 畑

下中上
律

五� O 四� 

O 
O円� O O円 円� O円

O O OOo 0

ど
う
ぞ
。

包
ニ 

二
五
一
一

l

こ
の
機
会
に
遊
休
燥
地
を
借
り
て

経
営
規
模
の
拡
大
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
地
元
の
農
業
委

貝
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

柑
橘
園
改
植
事
業
の

出
来
高
現
地
確
認

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

昭
和
五
十
七
年
度
に
お
い
て
笑
施

し
た
改
組
事
業
に
つ
い
て
は
、
苗
木

も
送
付
せ
ら
れ
、
柏
え
付
け
を
完
了

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
原
記
の
こ
と
に
つ
い
て
出

来
高
現
地
確
認
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
各
事
業
主
体
や
町
の
係
員
か
ら

連
絡
が
あ
れ
ば
、
当
日
は
圏
、
玉
、
ま

た
は
改
組
内
容
の
わ
か
る
方
が
立
ち

会
い
、
内
容
の
説
明
や
確
認
調
査
の

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
確
認
翻
抗
日
の
前
日
ま

で
に
電
話
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
調
査
内
谷
の
性
格
上
、
ま
た
園

地
が
各
地
に
点
在
し
て
い
る
た
め
、

あ
な
た
の
闘
地
へ
訪
問
す
る
時
間
を

は
っ
き
り
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
点
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

昭
和
五
十
七
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
の
期
限
内
の
受
付
は
、
三
月
十

五
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
計
算
速
い
な
ど
申
告
内

容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
人
は
、
次
の
よ
う
な
+
刀
法
で
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
概

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

で
、
申
告
魯
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

人
は
、
今
か
ら
で
も
す
ぐ
に
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

と
き
は
「
修
正
申
告
」
を

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
納
め

た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付

を
受
け
た
税
金
が
多
か
っ
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
金

額
に
す
る
た
め
に
「
修
正
申
告
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

②

税

額

を

多
て
申
告
し
て
い
た
と


き
は
「
更
正
の
鮪
求 

を


確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
税
金


を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を


受
け
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
こ
と


に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
金


額
に
す
る
た
め
に
「
更
正
の
請
求
」


を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


な
お
、
こ
の
「
更
正
の
純
求
」

が
で
き
る
期
間
は
、
申
告
期
限
か

ら
一
年
間
で
す
か
ら
、
昭
和
五
十

七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
九
年
三
月

u

十
五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

「修
正
申
告
」
、
「
更
正
の
鮒
求
」

を
す
る
場
合
の
用
紙
は
税
務
署
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金

四
月
に
は
、
各
職
場
に
社
会
人
一

年
生
が
登
場
し
て
、
初
め
て
の
給
料

を
手
に
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
は
所
得
税
が
か
か

り
ま
す
。
こ
の
所
得
税
は
、
そ
れ
を

受
け
取
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
十
二
月
の
年
末
調
繁
で
、

一
年
間
の
所
得
税
が
精
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
年
末
翻
艶
に
よ

っ
て
、
大
部
分

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
そ
の
年
の
納
税

が
完
了
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
機
定

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
給
与
の
年
収
額
が
一
千

万
円
を
超
え
る
人
や
給
与
の
ほ
か
に

二
十
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、

住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
ま
す
。 

(1-;'")-;-¥
ー

に予《τ舵持軍二?コ匂� 
← 

"'{l.r (~';'t>，* ，'
一

本町での標準小作料� 

(10アール当り)

l

主
に
と
っ
て
は
安
心
で
き
ま
す
。
ま

ハ
年
以
上 

二
万
円

た
、
借
主
と
し
て
は
、
簡
単
に
借
入

れ
が
で
き
ま
す
。

町
内
に
も
、
ま
だ
多
く
の
ヤ
ミ
小

作
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ヤ
ミ

小
作
契
約
は
、
貸
手
と
借
り
手
の
信

頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
貸
借
期
間
中
に
は
、
予
期
し
な

い
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
そ
の
点
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
と
安
心
で
き
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
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有
望
薬
用
植
物
の

導
入
に
つ
い
て

本
町
で
は
一
昨
年
二
月
の
異
常
大

十
ア
ー
ル
に
槌
裁
き
れ
ま
し
た
。

寒
波
後
に
、
枯
死
柑
橘
圏
、
雑
木
山

本
年
度
は
温
州
み
か
ん
悶
転
換
対

林
、
植
林
山
林
の
利
用
活
用
を
図
る

策
事
業
な
ど
を
利
用
し
大
い
に
植
え

U

目
的
で
「
薬
用
植
物
研
究
グ
ル
ー
プ
」

付
け
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

が
発
足
し
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま

屋
敷
の
片
隅
に
植
え
ら
れ
た
り
、

す
が
独
自
の
勉
強
と
実
践
活
動
を
続

自
然
の
山
野
に
自
生
し
て
い
る
も
の

け
て
お
り
ま
す
。

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
ミ
カ

ま
た
、
町
に
お
い
て
も
柑
橘
類
、

ン
科
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら

水
稲
、
園
芸
類
、
畜
産
類
に
次
く
第

考
え
本
町
に
適
用
す
る
こ
と
は
間
違

五
の
産
業
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
努
力

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

(そのォ)

を
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

=
一
、
用
途

一
、
は
じ
め
に

薬
用
、
香
辛
料
両
面
の
需
要
が
あ

弘
化
四
年

(一

八
四
七
年
)
に
出

り
、
量
的
に
は
香
辛
料
が
多
い
。
薬

さ
れ
た
小
野
蘭
山
の
「
重
訂
本
草
綱

用
は
果
実
を
乾
燥
さ
せ
、
そ
れ
を
果

目
啓
蒙
」
と
い
う
本
に
「
野
州
日
光

梗
、
果
皮
、
子
笑
に
分
け
お
も
に
果

l

山
の
産
、
辛
味
多
く
し
て
優
れ
り
。

皮
を
用
い
、
芳
香
健
胃
、
消
炎
、
利

い
わ
ゆ
る
山
被
皮
な
り 

と
記
さ
れ

尿
な
ど
に
処
方
さ
れ
ま
す
。
香
辛
料

て
い
る
よ
う
に
、
山
械
の
つ
く
だ
煮

と
し
て
は
そ
の
若
芽
を
食
用
と
す
る

は
江
戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま

外
、
果
実
が
未
熟
で
柔
ら
か
い
と
き

し
た
。
主
右
茅
は
香
り
官
向
く
吸
い
物
や

に
取
っ
て
利
用
す
る
も
の
が
増
加
し


料
理
の
あ
し
ら
い
に
。
阻
木
皮
は
「
山

て
い
ま
す
。


細
川
は
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛
い
」
の

図
、
薬
効
成
分


た
と
え
の
よ
う
に
う
な
ぎ
や
ど
じ
ょ

シ
ト
ロ
ネ
ラ
!
ル
や
ジ
ペ
ン
テ
ン
、


う
の
味
を
引
き
た
て
る
薬
味
に
利
用

サ
ン
シ
ョ
オ
ー
ル
な
ど
で
あ
り
、
大


さ
れ
ま
す
。

脳
を
刺
激
し
て
内
臓
の
働
き
を
活
発


ニ
、
本
町
で
の
栽
培

に
す
る
作
用
が
あ
り
、
健
胃
剤
や
防


ま
と
ま

っ
て
閣
と
し
て
経
済
的
に

腐
剤
と
し
て
働
く
サ
ン
シ

ヨ
オ 

ル

栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
は
今
ま
で
は

は
毒
性
を
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
春
初
め
て

生
の
薬
や
果
実
の
汁
を
川
に
流
し

六
百
八
十
本
余
り
導
入
さ
れ
、
約
四

そ
の
毒
性
を
使
っ
て
魚
を
取
る
習
慣

が
各
地
に
残

っ
て
い
る
ほ
ど
な
の
で

香
り
や
半
さ
に
誘
わ
れ
て
つ
い
つ
い

食
べ
す
容
な
い
よ
う
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

五
、
栽
培
の
適
地

気
候
は
本
来
暖
か
な
所
を
好
み
、

積
雪
の
多
い
地
方
や
寒
風
の
強
い
所

で
は
収
置
が
少
な
い
。

土
質
は
有
機
質
に
富
ん
だ
埴
質
壌

土
が
最
も
良
い
。
こ
の
薬
木
は
直
根

が
な
く
浅
根
性
の
た
め
夏
の
高
温
時

に
乾
燥
し
す
ぎ
る
所
は
い
け
な
い
。

ま
た
陰
地
よ
り
は
陽
地
が
よ
い
が
、

朝
早
く
か
ら
夕
方
遅
く
ま
で
光
が
必

要
と
す
る
の
で
も
な
さ
そ
う
で
す
。

定
植
後
三 
1
四
年
目
か
ら
収
穫
が

み
ら
れ
、
七 

八
年
生
で
成
木
と
な

り
、
十 
1
十
二
年
生
が
最
感
期
で
、

一
般
的
に
は
十
五
、

六
年
で
改
稿
す

る
の
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
十
年
生
で
も
よ
く
実
の
成
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
本
町
の
横
瀬
地
区
以

西
は
特
に
土
地
条
件
的
に
は
恋
ま
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

六
、
栽
培
の
実
際 

①
品
種

i

ア
サ
ク
ラ
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
ま
た
は


ア
サ
ク
ラ
サ
ン
シ
ョ
ウ
か
ら
派
生
し


た
系
統
の
ブ
ド
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
が
良


い
。
こ
の
両
系
統
と
も
に
ト
ゲ
が
な


く
収
機
等
の
作
業
に
都
合
が
良
い
。
 

②
苗
の
入
手

み
か
ん
苗
と
同
様
で
業
者
か
ら
購

入
す
る
方
法
と
自
家
で
苗
を
育
成
す

る
方
法
が
あ
る
。
自
家
育
成
の
方
法

は
紙
面
の
都
合
で
省
略
し
ま
す
が
、 

昨
年
間
納
入
し
た
例
で
は

一
本
当
り
八

百
二
十
円 

千
円

(送
料
含
む
)
で

し
た
。 

③
植
え
付
け

落
繁
樹
で
す
の
で
秋
矧
定
植
が
基

本
で
す
。
要
領
は
み
か
ん
苗
と
同
様

に
考
え
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

植
え
付
け
間
隔
は
地
力
や
栽
培
方

法
、
閣
の
状
態
な
ど
に
よ
り
多
少
ち

が
い
ま
す
が
、
十
ア
ー
ル
当
り
二
百

本
程
度
を
基
準
と
し
ま
す
。

④

一
般
管
理

刈
草
と
除
草
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

木
が
大
き
く
な
れ
ば
密
生
枝
を
除
く

程
度
で
あ
り
、
施
肥
は
冬
期
に
鶏
フ

ン
な
ど
の
有
機
質
肥
料
を
主
体
に
施
す
。

病
虫
害
防
除
も
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
や

カ
イ
ガ
ラ
虫
の
発
生
が
あ
れ
ば
行
う

程
度
で
あ
る
。

⑤
収
種
と
出
荷

生
果
用
は
大
阪
市
場
へ
出
荷
す
る


と
き
は
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま


で
の
約
十
日
間
で
す
。
(
こ
の
時
期


は
果
実
が
濃
い
緑
色
と
な
り
、
肉
付


が
よ
く
な
り
、
し
か
も
ま
だ
中
の
タ


ネ
が
白
色
で
柔
ら
か
い
と
き
で
す
)


北
九
州
市
場

へ
出
荷
す
る
の
で
あ
れ


ば
五
月
下
旬
か
ら
八
月
い

っ
ぱ
い
は


出
荷
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
。


指
に
摘
み
と
り
専
用
の
ツ
メ
を
取

り
付
け
行
い
ま
す
が
、
普
通
女
の
人

一
日
で
二
十
銭
筏
度
の
収
機
が
可
能

と
の
こ
と
で
す
。

(
最
高
記
録
は
三

十
七
鈴
と
の
こ
と
で
す 
)
摘
み
取
ら

れ
た
果
実
は

一 
1
二
髭
入
り
の
箱
に

入
れ
出
荷
し
ま
す
。

(
み
か
ん
の
よ

i

う
に
選
別
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
大
変

楽
で
す
)

薬
用
と
し
て
出
荷
す
る
場
合
は
、

果
実
が
黄
色
を
帯
び
て
か
た
く
な
る

こ
ろ
で
七
月
下
旬
に
果
穏
を
摘
み
取

り
ま
す
。
果
実
が
赤
味
を
幣
ぴ
る
ま

で
お
く
と
品
質
が
低
下
し
ま
す
。 

⑥
収
量

定
櫛
三
年
目 

(
四
年
生
)
で
平
均

一
信

・
壮
令
樹
は
八 

十
二
箆
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

⑦
販
売

背
果
用
は
大
阪
や
北
九
州
の
市
場

へ
、
薬
用
と
し
て
は
種
苗
を
導
入
し

た
業
者
を
通
じ
販
売
す
る
の
が
最
も

良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
こ
ん
な
場
合
に
は

土
地
取
引
の
届
出
を

忘
れ
な
い
よ
う
に

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
都

市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は

一
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
(
勝
浦
町
は
こ
れ
に

該
当
し
ま
す
。)
の
土
地
に
つ
い
て
、
土

地
売
買
な
ど
の
契
約
を
締
結
し
よ
う


と
す
る
場
合
は
、
当
事
者
は
市
町
村


を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け


る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
届
出


後
六
週
間
以
内
は
契
約
を
締
結
し
て


は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。


し
た
が

っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
土


地
取
引
を
す
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
届


出
を
し
て
く
だ
さ
い
。


な
お
、
届
出
容
に
つ
い
て
は
役
場

企
画
室
で
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

i
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徳
島
県
議
会
選
挙

あ
な
た
の
力
て

明
る
い
選
挙
を

今
回
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
県

民
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
非
常
に

大
切
な
選
挙
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
政

治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て

わ
た
し
た
ち
は
冷
静
に
悔
い
の
な
い

一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た

の
一
票
を
正
し
く
政
治
に
生
か
さ
れ

る
た
め
に
は
、
選
挙
は
公
正
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
月
十
日
に
行
な
わ
れ
る
県
議
会

議
員
選
挙
や
六
月
下
旬
か
七
月
初
旬

に
行
わ
れ
る
町
議
会
議
員
選
挙
を
前

に
、
公
正
で
明
る
い
選
挙
を
実
現
す

る
た
め
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者
が
心

得
て
お
き
た
い
「
禁
止
さ
れ
て
い
る

選
挙
運
動
」
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て

み
ま
す
と
、
※
気
勢
を
張
る
行
為

※
戸
別
訪
問
※
人
気
投
票
の
公
表
、

署
名
運
動
※
飲
食
物
の
提
供
な
ど
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
機
会
鶏
員

一
般
選
挙

投
票
日

四
月
十
日

(
予
定
告

示
日
三
月
二
十
九
日
)

※
不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日
か

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

(
受
付
時
間
・
・
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー

一
人

一
人
の
注
意
と
協

力
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

ま
ず
、
子
供
の
行
動
特
性
を
知
っ

て
く
だ
き
い
。
子
供
に
は
次
の
よ
う

な
特
性
が
あ
り
ま
す
。
運
転
中
、
子

供
の
姿
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
ご
注

意
を
。〈

子
供
の
行
動
特
性
〉

ボ
ー
ル
が
道
路
に
転
が
り
出
す
と
、

第
一
回
技
術
講
習
会

動
力
縫
製
の
部

。
講
習
期
間

四
月
二
十
五
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
十
六
日
間

。
講
習
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午
後
三
時
三
十
分

。
受

講

料

無

料

�

 (
た
だ
し
、
教

材
費
な
ど
千
五
百
円

程
度
)

。
申
込
締
切

四
月
八
日
ま
で

毛
糸
機
械
編

。
講
習
期
間

五
月
十
日
か
ら
六
月

十
四
日
ま
で
の
問
に

十
六
日
間

。
講
習
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午
後
三
時
三
十
分

子
供
の
行
動
特
性
を
知
り

受
通
事
故
を
防
ご
う

¥一

三
二
�
 
七
九
五

一

V

l
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手� 

数料

毎件る ー

にを場ムロ件
五超を�  
O.i.は超
円る ーえ

イ砧

考一

つ
い
走
り
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ

う
に
、

子
供
は
一
つ
の
ニ
と
に
気
が

向
く
と
、
周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
を
上
げ

る
と
車
は
必
ず
止
ま
る
と
い
う
よ
う

に、

物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
、
ぜ
ひ
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
地
や
裏
通
り
で
は
、
子
供
の

。
受

講

料

無
料
�
 (た
だ
し
、
教

材
質
な
ど
千
円
程
度
)
 

@
申
込
締
切

四
月
十
八
日
ま
で


な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、


徳
島
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー


告

徳
島

三
二
|
七
九
五
 

飛
び
出
し
が
多
い
の
で
、
ス
ピ
ー
ド

は
位
、
え
め
に
、
子
供
の
交
通
事
故
で

一
番
多
い
の
が
、
こ
の
か
飛
び
出
し
。

な
の
で
す
。

ス
ク
ー
ル

・
ゾ
|
ン
で
は
細
心
の

注
意
を
払
い
、
通
園
パ
ス
な
ど
の
そ

ば
を
通
り
抜
け
る
と
き
は
、
必
ず
徐

行
し
て
安
全
確
認
を
。

車
を
発
進
き
せ
た
り
、
後
退
す
る

と
き
は
、
周
囲
に
子
供
が
い
な
い
か

ど
う
か
再
確
認
を
。

左
折
す
る
と
き
は
、
左
側
に
自
転

車
に
乗
っ
た
子
供
や
歩
行
者
が
い
な

い
か
確
認
を
。

戸
籍
な
ど
の
手
数
料
金
改
正

昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
最

近
に
お
け
る
物
価
の
情
況
、
戸
籍
の

勝
本
の
交
付
な
ど
に
要
す
る
実
質
の

増
大
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
に
改
正

き
れ
ま
し
た
。

V V V

、，、‘-

)
り
A
ロ
い
馬
鈴
著
植
、
え
る

(

横

瀬

広

安

美

枝

子

一

シ
ン
ピ
ジ
ュ

わ
遅
し
の
作
自
国

(
短
叡
)

大
痛
の
猫
の
足
跡
峡
の
道
踏
み
つ
ぶ

し
ゅ
く
今
朝
の
地
下
足
袋

坂

本

日

浦

翠

峰

定
め
な
き
世
に
歳
老
い
て
過
疎
と
住

み
継
ぐ
者
も
な
き
農
地
守
り
行
く

坂

本

谷

富

士

�

 

)
母
亡
き
子
福
祉
の
母
と
遊
ぶ
野
に
一

一
日
里
子
空
晴
れ
渡
る

)

坂

本

新

居

伊

佐

男

一
咲
き
過
ぎ
し
花
を
惜
し
み
つ
摘
み
捨

)

て
ぬ
燥
の
き
び
し
き
道
を
歩
み
つ

(

坂

本

福

良

伴

二

)
還
暦
を
祝
う
心
根
さ
ら
に
な
し
無
為

一

に
重
ね
し
過
去
省
り
見
て

)

坂

本

吉

田

邦

忠

一
盆
梅
の
ほ
の
か
に
匂
ふ
部
屋
に
座
し

)
大
正
琴
の
春
の
歌
弾
く

(

横

瀬

谷

翠

山

�

 

)
台
風
に
倒
れ
し
ま
ま
に
根
の
乾
く
梅

(
生
き
お
り
て
膏
ふ
く
ら
む

)

横

瀬

比

留

間

一

(
梅
の
花
淡
く
句
、
え
る
峡
畑
に
嫁
と
寄

ム
の
鉢
の
幾
つ
か
求


め
来
て
今
年
の
初
春
お
ご
り
と
な
せ


η，
 


横

瀬

中

国

ヤ

ス

ヱ


梅
の
花
ち
ら
ほ
ら
開
き
初
む
る
季
夫


の
忌
迎
、
�
 
7
想
い
新
た
に


与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

枯
葦
の
群
れ
た
る
岸
の
箱
柳
銀
の
ぞ

l

MUS04
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の
収
量
を
あ
げ
て
お
り
、
し
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与
川
内

棚 今 中
十
万
温
州
せ
ん
定

講
習
会
開
催
に
つ
い
て

十
万
温
州
の
優
秀
性
は
今
さ
ら
説

明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
隔

年
結
果
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
栽

培
農
家
が
嫌
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
り
ま
す
。
連
年
結
果
を
さ
せ
る

た
め
に
は
十
万
混
州
の
生
還
に
合
っ

た
適
切
な
肥
培
管
理
全
般
が
大
切
な

こ
と
は
一言、
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
、
愛
媛
県
の
十
万
温
州
栽
情
家
、

野
本
忠
良
先
生
を
お
招
き
し
、
せ
ん

定
を
中
心
に
し
た
現
地
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
十
万
温
州
栽
培

農
家
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2
月
日
日 
1
3
月
日
日 

受
講
料 

野
本
先
生
は
毎
年
十
ア
ー
ル
当
り
、

戸
籍
の
窓

野
寒
山 

J

お
艇
生
お
め
で
と
う

岡

本

晴

男 
一
長
女
陽

美
智
子
」

山
藤
木

山
田

J

直
一
泊 
)

二
男
賞

金本
ト
当
ヲ
、

兼
敬

明
子
一
長
女
紀 

(昔~f航路)至 子力日 子

-v



J J

谷

尻

康

司 

一
長
男
道

渚

美
智
子
」

与
川
内
阿

部

倍

延 

一
長
女

美
智
代
」

ご
結
婚
お
め
で
と
う

町
内
の
十
万
温
州
栽
培

農
家

農
業
指
導
関
係
者

無
料

O O
音
頭
教
室

生
花
教
室

か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が 

級
の
秀
品

を
生
産
さ
れ
て
い
る
優
良
農
家
で
す
。

主

催

勝
浦
町
果
樹
研
究
会

日

時

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
二

日
午
後
一
時
(
現
地
集
合 
)

所

勝
浦
町
石
原
中
田
直
稔


氏
畑
(
パ
イ
ロ

ソ
ト
園
)
 

雨
天
の
場
合


農
業
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象
者

場

O

L

中� 
5 2F

平本

「小
松
島
市

/

横

瀬

ヘ
鳴
門
市

生

名

星今

谷 山 �  

i中池

日日
附仕)

吉

岡

純

高

田
中
あ
け
み

脇伊谷間 ¥
脇野 坂丹成主茎 岡城

竹
美 守

詳光 悦~
子雄 子悟

幸
子宏�  

f愛

6
日
附 

手
芸
教
室

8
日
掛

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

リ
凶
日
附

踊
り
教
室

日
日
出

音
頭
教
室

凶
日
山
山 

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

五
十
回
公
会
堂
)

初
日
制
生
花
教
室

田
日
開
民
話
教
室

お
日
榊
踊
り
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
開
鱗
し
ま
す
の
で
時
間
に
遅
れ
な

い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高

山

晴

行

布
川
三
津
子

平

野

正

弘

河
野
久
美
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

今生坂沼今沼星横

山名本江 山 江谷瀬

相
原
ハ
ル
ヱ
(
乃
歳
)

福
野
林
七
(
九
歳
)

坂
井
チ
ヨ
ノ 

(
伺
歳
)

二
階
堂
由
理 

(
1
歳
)

野

上

茂

(

剖

歳

)

寺
岡
タ
ツ
ノ
(
別
歳
)

野
上
ハ
ル
ノ

(
的
歳
)

谷

添

茂

(

臼

歳

)

電
話
局
へ

ご
相
談
を
グ

電
話
機
な
ど
買
う
前

に

電
話
線
に
接
続
す
る
機
器
(
例
え

ば
無
線
を
使
っ
た
電
話
機
な
ど
)
が

販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
電
電
公

社
が
電
話
線
に
接
続
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

お
買
い
求
め
に
な
る
前
に
電
話
局

へ
ご
相
談
く
だ
き
い
。

阿
波
勝
浦
電
報
電
話
局

(
電
話
二
|
二 

0
0
0
)

普
あ
り
が
と
う

ざ
い
ま
し
た

匿

名

(

横

瀬

)


中

西

晴

美

さ

ん 

(中
山 
)


久

積

信

夫

さ

ん

(

横

瀬

)


井

出

政

男

さ

ん

(

横

瀬

)


倉

橋

義

博

き

ん

(久
国 
)


谷

添

吉

人

き

ん

(

今

山 
)


野

上

巌

き

ん

(

沼

江

)


中

塚

瑛

さ

ん

(

坂

本

)


生
比
奈
農
業
協
同
組
合
職
員
一
同


以
上
の
か
た
か
ら
町
普
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

|電々 だより|
ー¥

か
せ
て
春
を
待
ち
お
り

中

山

栗

城

絹

屑
の
雪
払
い
て
入
れ
ば
旭
に
映
え
て

ハ
ウ
ス
の
茄
子
の
幼
来
は
輝
く

中

山

構
内
喜
美
代

編
物
を
教
え
て
く
れ
と
言
ふ
嫁
の
燥

に
荒
れ
た
る
掌
を
じ
っ
と
見
る

立

川

前
回
チ
ヱ
子

還
暦
と
書
く
抵
抗
も
あ
る
ら
し
く
風

一
雨
に
耐
え
し
跡
省
り
み
る

一

立

川

竹
田
あ
ゆ
み

一
煮
え
た
ち
て
鍋
の
大
差
持
ち
上
げ
て

一
味
噌
豆
の
香
り
噴
き
こ
ほ
し
た
り

一

立

川

堀

梅

子

一
山
撲
を
縫
い
て
走
れ
る
上
勝
の
パ
ス

一

の
窓
よ
り
白
梅
旬
、
つ

一

槻

野

英

見 

~
風
邪
引
き
て
こ
も
れ
る
窓
外
逝
く
春

一
の
風
は
松
の
花
粉
を
散
ら
す

一

生

名

丸

山

香
月

一
梅
香
る
季
節
に
な
れ
ば
想
い
出
す
歌 

~
詠
み
く
れ
し
婚
の
日
の
母

一

中

角

平

間

豊

子 

)

一
斉
に
鳩
と
び
朔
て
ば
境
内
の
落
葉

一
も
舞

い
て
し
ば
し
目
を
閉
ず 

)

掛

谷

斉

藤

重

子

一
た
こ
焼
の
屋
台
も
出
で
て
賑
や
か
に 

)
今
日
明
谷
の
梅
林
ぴ
ら
き

一

沼

江

大

阿

梅

子

)
水
痘
の
跡
が
決
め
手
と
な
り
し
娘
を 

(
抱
き
合
い
て
泣
く
中
国
の
孤
児 

}

横

瀬

稼

勢

銀

星

』
一
出
憶
は
包
月
↑
白
ま
で
に


一
一

三

句

ハ

ガ

キ

で

一


一
一
送
り
先
勝
浦
町
三
渓
  

~
一
嫁
割
問
広
夫
さ
ん
(
都
且
原
〉
ま
で


}
一

町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
す
。


}
一
次
回
は
川
綱
、
そ
の
次
は
俳
句
と
受
代
巳
…


一
の
せ
尽
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
さ
い
。
…

J

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
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七 家庭教育

シリーズ� 
中
学
生
の
非
行
の
う
ち
で
一
番
多

万
引
き
と
自
転
車

・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
動
車
な
ど
の
乗
物
資
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

圏

な
ぜ
資
み
を
働
く
の
か
に

つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

一、

物
欲
に
よ
る
も
の

物
が
欲
し
く
な
っ
た
ら
何
と
し

て
も
手
に
入
れ
た
く
な
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
、
家
庭
の
事
情
で
物

的
な
面
で
満
た
さ
れ
な
か

っ
た
り、

反
対
に
甘
や
か
さ
れ
た
り
、
し
つ

け
の
欠
如
の
た
め
に
自
己
の
抑
制

力
や
道
徳
性
が
育

っ
て

い
な
い
よ

う
な
子
ど
も
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

二
、
仲
間
に
認
め
て
も
ら
い
た
い

仲
間
と
同
じ
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
、
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
認

め
て
も
ら
え
な
く
て
、
惑
い
と
知

り
つ
つ
も
淡
み
を
働
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

三
、
集
団
内
で
の
自
分
の
地
位
を
高

め
、
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て

雑
も
や
ら
な
い
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
を
し
て
自
分
の
勢
力
を
誇

示
す
る
た
め
に
万
引
き
や
盗
み
を

働
く
、
」
と
が
あ
り
ま
す
。

四
、
相
手
を
憎
み
、
閤
ら
せ
る
た
め
に

自
分
が
憎
ん
で
い
る
人
を
困
ら

せ
る
た
め
に
、
報
復
の
手
段
と
し

て
、
そ
の
人
の
持
ち
物
や
お
金
を

盗
む
、
」
と
が
あ
り
ま
す
。

五
、
ス
リ
ル
を
求
め
る
遊
び
と
し
て

人
の
自
を
盗
ん
で
、
う
ま
く
や

っ
た
快
感
や
輿
穏
を
友
だ
ち
同
志

で
競
い
ム
口
、
っ
と
か
、
強
ん
だ
回
数

や
最
一
を
競
い
ム
口
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

六
、
友
だ
ち
か
ら
強
制
さ
れ
て

番
長
や
暴
力
団
な
ど
に
命
令
さ

れ
、
強
制
さ
れ
て
、
や
む
な
く
盗

み
を
働
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

圏

税
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

一
、
子
ど
も
に
強
い
意
志
と
我
慢
づ

よ
さ
を
養
い
、
欲
望
を
お
さ
え
る

訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

二
、
欲
し
い
も
の
を
自
由
気
ま
ま
に

手
に
入
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
い

方
法
で
欲
望
を
満
た
す
し
つ
け
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

三
、
親
が
金
銭
的
な
生
活
を
正
す
な

ど
、
浴
み
心
を
さ
そ
う
よ
う
な
環

境
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
で
す
。

四
、
子
ど
も
の
欲
し
が
る
も
の
を
極

度
に
抱
否
し
た
り
、
与
え
過
ぎ
た

り
し
な
い
こ
と
で
す
。

五
、
小
さ
い
と
き
か
ら
、
自
分
の
も

の
と
他
人

の
物
と
の
所
有
観
念
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

六
、
チ
ど
も
の
友
だ
ち
に

つ
い
て
よ

〈
辺
倒
肝
し
、
同
分
の
下
ど
も
と
の

か
か
わ
り
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。 

(爺
み
を
し
た
と
き
に
は 
)

一
、
盗
ん
だ
原
因
を
よ
く
た
し
か
め

て
、
そ
の
原
因
を
解
消
す
る
よ
う

努
力
す
る
。
た
だ
む
や
み
に
叱
り

と
ば
し
て
も
効
巣
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
ど
ん
な
小
さ
な
淡
み
で
も
大
凶

に
見
る
こ
と
な
く
、
絶
対
に
許
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
仲
間
に
強
制
さ
れ
て
滋
み
を
は

た
ら
く
な
ど
、

仲
間
関
係
に
原
因

が
あ
る
と
き
は
、

仲
間
の
親
や
学

校
と
連
携
を
と
り、

グ
ル
ー
プ
の

解
体
あ
る
い
は
指
導
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
盗
み
に

つ
い
て
の
原
因
や

対
応

の
仕
方
を
述

べ
ま
し
た
が
、
何

と
い

っ
て
も
乳
幼
児
期
を
中
心
と
し

た
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
性
格
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
た
え
ず
子
ど
も

に
目
を
向
け
、
適
切
な
指
導
を
行
え

ば
盗
み
へ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
大

貸
付
利
率

年
八

・
四
パ
ー
セ

ン
ト

O
%

い
の
は
窃
盗

(
盗
み
)
で
、

非
行
の

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て

、々ョ，� 
//¥
..cロエ

み

非
行
の
原
因
と
家
庭 

@ 

¥」

(その 5) 

教育相談室
※相談日 毎週月・水・金曜日

午前9時一午後� 5時� 

※電� 言古 2 -2511番

※相談員 社会教育指導員
相原亨

学
生
叶
へ
の
進
学
さ
れ
る
子
弟
を
も
っ

ご
家
庭
を
対
象
に
し
た
、
固
め
進
学

ロ 

ン
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
お
子
様
の
ご
進
学
に
必
要

な
資
金
は
、
金
利
が
安
く
お
手
軽
に

借
り
ら
れ
る 

国
の
進
学
ロ
|
ン
。

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
の
対
象
と
な
る
資
金
は
入
学

金
、
授
業
料
の
ほ
か
、
受
験
や
入
学

に
必
要
な
費
用
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
朝
桐
奨
学
賞
に

今
春
の
進
学
の
た
め
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
は
、

四
月
三
十
日
ま
で
受

稲
川
敬
二
く

ん

(
繊
瀬
)
と
神
子
千

森
さ
ん
(
横
瀬
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貨
は
、
名
品
目
町
民

・
故
朝
桐

詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
金
融
公
庫

お
よ
び
全
国
の
銀
行
、
相
互
銀
行
、

猪
平
先
生
の
尊
い
こ
遺
志
を
永
久
に

銭
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ


信
用
金
庫
な
ど
の
金
融
機
関
で
ご
相

た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
毎


談
く
だ
さ
い
。


ご
砲
資
の
内
容

貸
付
対
象
者

進
学
者
の
親
族 

(
ま


た
は
当
該
進
学
者
)
で
世
惜
の


一
年
聞
の
収
入
が
六
百
万
円


(
事
業
所
得
者
の
方
は
所
得
金


l
傾
が
四
百
万
円
)
以
上
の
方


貸
付
金
額

H

国
の
進
学
ロ 

ン
ご
案
内

l

3反
坂あ ォ=
本

カ、 自.iill
と

つ
初J水� 

A4ム~

万
円
以
内 進

学
者

一
人
当
り
五
十

校氾令 彦氏克気J

水か

ざ
し、

保
鉦
人

一
名
以
上

な
お
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫

徳
島
支
忠

告
徳
島
二
二
|
七
二
七
一

昭
和
五
十
七
年
度

朝
桐
奨
学
賞 

ま 号器 ら 寄
T
し
こ 贈� 

年
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

の
中
で
、
学
業
や
人
物
が
優
秀
で
、

心
身
と
も
健
全
な
か
た
に
贈
ら
れ
て

-稲川敬二 〈ん� : 

(横 瀬)

ん

一

昔、
 

1
ノ

春

瀬
一

千

官
、

子
作

一

品
伊

い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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作


ね

ぎ

-温
州
み
か
ん

益
枝
・
せ
ん
定

前
月
に
ひ
き
つ
づ
き
、
整
枝
を
中

i

i
M

カミ ペコ ヴ ら

心
に
、
黒
点
病
の
予
防
を
兼
ね
枯
枝

の
除
去
を
行
な
う
。
苗
木
は
、
樹
型

を
確
立
す
る
た
め
だ
け
の
軽
い
せ
ん

定
と
す
る
。

笛
木
の
纏
え
付
け

接
木
部
よ
り
三
十
勺
程
度
に
せ
ん

除
し
、
根
部
は
傷
の
つ
い
た
と
こ
ろ

よ
り
切
り
落
し
、
根
を
十
分
ひ
ろ
げ

て
深
植
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

接
木
及
び
高
鐙

カ
ラ
タ
チ
台
の
芽
が
二
�
 一二日
ン伸


び
た
頃
に
行
な
う
。
特
に
、
高
接
ぎ


の
実
施
に
よ
り
、
優
良
系
統
へ
の
更


新
を
図
る
。


病
害
虫
防
除

そ
う
か
病
、
ト

ッ
プ
ジ
ン
�
 水
和

剤
千
�
 千
五
百
倍
、
ま
た
は
、
ベ
ン

レ
!
ト
水
和
剤
二
千
1
三
千
倍
。

ハ
ウ
ス
ス
ダ
チ

無

加

温

温
度
管
理

に
は
特
に
注
意
す
る
。

花
弁
の
綴
り
落
し

花
弁
に
灰
色
カ
ビ
が
発
生
し
、
傷

ジ
ン
�
 
水
利
剤
千
五
百
倍
。

M

昂
種

九
条
ね
ぎ

は
種
期

四
月
下
旬

育

箇
は
鶴
床
作
り

三

・
三
平
方
米
当

り
堆
肥
十
銭
、
苦
土
石
灰
三
百
げて

よ
う
燐
百
す
を
施
し
、
土
と
よ
く
混

合
す
る
。
深
さ
二
十
句
、
幅
五
�
 
1

七

行
の
ま
さ
講
を
作
り
は
種
す
る
。
覆

土
は
よ
く
細
土
し
た
土
で
浅
く
覆
土

す
る
。
覆
土
の
上
に
敷
ワ
ラ
を
し
て
、

そ
の
上
か
ら
十
分
に
滋
水
す
る
。
発

芽
を
始
め
る
と
ワ
ラ
を
除
く
。
首
が

十
五
�
 

H
v

位
に
な
る
と
間
引
き
す
る
。

定

値

う
ね
幅
九
十
H
F

の
四
条
植
え
一
カ

所
二
本
ず
つ
十
二
�
 十
五
日ン
間
隔
に

植
え
る
。

一π
犯

十
平
方
幻
当
り
堆
肥
二
十
沼

・
苦


土
石
灰
一

話
、
ょ
う
燐
五
百
句
、
化


成
肥
料
二
百
句
程
度
施
用
。


追

肥
三
回
行
な
い
十
平
方
�
 
μ
一
回
畳
は
、

化
成
肥
料
百
五
十
日ラ i
程
度
施
す
。


管

理


追
肥
の
際
に
中
耕
と
除
草
を
行
な


う
ほ
か
、
土
寄
せ
も
五
勺
程
度
す
る


と
よ
い
。
な
お
、
ス
リ

ッ
プ
ス
な
ど


が
発
生
す
る
と
早
自
に
防
除
す
る
こ


〉」
。
�
 

さ
と
い
も

種
イ
モ
の
選
び
方

丸
味
の
あ
る
イ
モ
で
、
重
さ
七
十

づ
の
も
の
が
よ
い
が
品
種
に
よ

っ
て

も
大
き
さ
が
異
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

定

植

う
ね
幅
九
十
H
M

株
間
八
十
で
が
標

準
。
十
ン代
位
の
植
え
講
を
作
り
植
え

付
け
覆
土
を
す
る
。
芽
の
伸
び
た
イ

モ
は
、
芽
を
出
し
て
植
る
。

肥

料
元
肥
は
十
平
方
幻
当
り
堆
肥
二
十

然
、
一+白
土
石
灰
一

目白
、
ょ
う
燐
五
百

句
、
化
成
肥
料
五
百
句
を
地
用
。

追

肥
六
月
中
旬
と
七
月
中
下
旬
に
追
肥

を
十
平
方

μ
当
り
化
成
肥
料
二
百
づ

程
度
を
施
し
、
中
耕
土
寄
せ
を
す
る
。

管

理

乾
燥
に
弱
い
の
で
適
宜
濯
水
す
る

が
、
八
�
 九
月
の
潜
水
効
果
は
高
い
。

夏
種
キ
ャ
ベ
ツ

育

苗


ト
ロ
箱
を
利
用
す
る
と
よ
い
。
床


土
は
一
�
 μ
当
り
堆
肥
百
句
、
硫
安
、

苦
土
石
灰
、
熔
燐
を
二
づ
づ
つ
混
ぜ
、


ト
ロ
箱

へ
床
土
を
八
分
目
程
度
に
入


れ
て
粂
ま
き
す
る
。
ニ
ー
=
一
�
 
程
度


i

の
覆
土
を
し
た
上
に
ワ
ラ
を
敷
き
十

J

果
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
換
気
の

時
振
り
落
す
。

施

肥

中
旬
に
�
 六
祭
、
�
 三

・
六
割印
、

A
八
百
倍
加
用
ク
レ
フ
ノ
ン
二
百
倍

K
四

・
八
位

(
例
ニ
ュ
ー
す
だ
ち

配
合
五
十
鈴
)
を
施
用
す
る
。

か
ん
水 N

J P

七
日
間
隔
に
二
十
�
 、
晴
天
の
午

前
中
に
行
な
う
。
な
お
、

土
性
に
よ

り
多
少
調
整
、
開
花
期
間
中
は
、
灰

色
予
防
の
た
め
、
節
水
す
る
。

病
害
虫
防
除

か
い
よ
う
病
ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー

ミ
カ

ン
ハ
ダ
ニ
オ
サ
ダ
ン

二
千

倍、

分
か
ん
水
す
る
。
発
芽
を
始
め
る
と

数
き
ワ
ラ
を
取
り
除
く
。
発
芽
が
そ

ろ
っ
た
頃
に
二
�
 三
�
 
ν

に
間
引
く
。

本
業

一
1
二
枚
の
頃
に
五
1
十
勺
間

隔
に
仮
植
す
る
。
移
植
床
は
、
坪
当

り
堆
肥
十
位
、
苦
土
石
灰
五
百
句
、

熔
燐
百
す
、
化
成
肥
料
三
百
句
を
施

用
し
て
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
く
こ
と
。

l

H

定

値

本
業
五
1
六
枚
の
時
期
に
定
値
。

う
ね
幅
百
二
十
勺
の
二
条
植
。
株
間

三
十
�
 四
十
今
に
植
え
る
。

肥

料

元
肥
十
平
方

μ
当
り
堆
肥
二
十
祭
、

苦
土
石
灰
一

第
、
熔
燐
五
百
句
、
化

成
肥
料
五
百
づ
を
施
用
。

追

肥
一
一
�
 
三
回
行
な
う
が
、
最
後
は
止

病
害
虫

ベ
ト
病
は
ダ
イ
セ
ン。

ア
オ
虫
に
�
 

で
早
め
に
防
除

す
る
。

l i

め
肥
と
し
結
球
開
始
期
に
泌
す

一
回

の
施
用
量
は
、
十
平
方
れ
当
り
化
成

肥
料
二
百
づ
程
度
と
す
る
。

コ
ナ
ガ
、

V
P

D
D

ミ
ツ
バ
チ
を
放
飼
し
て

い
る
期

)-

の
温
度
が
急
上
昇
す
る
の
で
、
換
気
�
 

(
 

外
気
温
が
高
く
な
り
、
ハ
ウ
ス
内

間
中
は
さ
け
る
。

ヲ

め

施

肥

下
旬
に
�
 
N
八
信
、
�
 

P
四
・
八
祭
、
�
 

K
六

・
四
日
臼
(
例
梅
配
合
三
十
箆
)

病
害
虫
防
除

黒
星
病
、
灰
色
か
び
病
、
か
い
よ

う
病
マ
イ
シ
ン
千
倍
加
用
ト

ッ
プ

MUS04
スタンプ

MUS04
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l
五
十
八
年
二
月
二
十
八

と

き

と
こ
ろ

骸
当
児

と ※ 

き

と
こ
ろ

骸
当
児

と

き

※

昭和58年 4月 1日 カゐ イコ つ ら 第154号

乳

児

健

康

診

査

四
月
八
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日

1
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

四
月
二
十
二
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
九
月
一
日

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合

午
後
三
時 
1
四
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳 
1

四
歳
未
満
の
子

第
一
期
・:
一
か
月
ご
と

に
三
回
接
種

第
二
期
・
・
第
一
期
終
了

後
十
二
か
月 
1
十
八
か

月
後
に
一
回
接
種

と
こ
ろ

一-一い晶
 

/ 

U

/

/

暑
い m
¥ J

母
や
子
供
が
必
要
と
な
る
か
判
ら
ぬ

命
の
つ
な
で
あ
り
ま
す
。

「
血
液
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
す
る
た

め
に
本
年
度
に
限
り
従
来
の
日
赤
社

費
お
よ
び
今
回
の
血
液
セ
ン
タ
ー
建

設
費
を
含
め

一
世
帯
千
円
の
ご
芳
志

や
特
別
祉
資
(
二
千
円
以
上
)
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

曲
時
い
善
意
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

つないでください一

不
用
犬
買
い
上
げ

4 月 6 日 ~N 

4月20日同

成犬 300円

小犬� 100円

夜間毅急当番表�  

4同2日 山 酉 医 院� 

4日 勝 浦 病 院� 

6日 上勝第�  2 ð~ 療所 

8日 溺'E司 浅 医 院� 

10日 勝 浦 病 院� 

12日 赤 モLムヨ」 医 院� 

14日 勝 浦 病 院� 

16日 上勝診療所�  

18日 山 西 医 院� 

20日 勝 浦 病 院� 

22日 上勝第 2診療所�  

24日 湯 浅 医 院� 

26日 勝 浦 病 院� 

28日 赤 モLムヨ」 医 院� 

30日 勝 浦 病 院

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
犬
は
、
毎
年
一
回
の

。
登
録
料

二
千
百
円

登
録
と
二
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

。
注
射
料
千
三
百
円

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
最
近
、
犬
の
被
害
の
苦
情
が
絶
え

五
十
八
年
度
第
一
回
分
を
次
の
日

ま
せ
ん
。
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

程
で
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
行
い
ま

ル修、「ノ
。

，す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

骸
当
者

接
種
方
法

料
金

無
料

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

血
液
セ
ン
タ
ー

移
転
改
築
な
る

徳
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

移
転
改
築
が
行
わ
れ
ま
す
。

近
代
医
学
の
進
歩
、
交
通
事
故
、

産
業
災
害
の
多
発
に
よ
り
血
液
の
需

予
防
接
種

要
が
ま
す
ま
す
増
加
い
た
し
て
お
り

四
月
二
十
日
(
水
)

ま
す
。
私
た
ち
の
生
命
の
根
源
で
あ

る
血
液
は
、
い
つ
夫
が
、
婆
が
、
父 

昭和58年度第1固狂犬病予防注射日程表
一飼い犬は必ず

月日 場 所 時 間

坂本質事E 僑 午前 9 :3ト� 9: 50 

坂本郵便局前�  10: 0ひー10: 20 

4 

月

坂本大師前停留所� 

勝良坂本事業所前� 

10: 3ひ-10 :50 

ll : 0ひーll :30 

与川内公会堂前�  II : 4ひ-12: 00 
6 

日
勝良与川内事業所前

旧勝浦病院前�  

午後 1・O(ト� 1 : 20 

1 : 3ひ-1 : 50 
体)

徳パス機瀬営業所前� 2 :00---2 :20 

勝浦町農協前�  2 :30---3: 10 

中山権現僑�  

中 山 橋

3 : 20---3 : 40 

午前 9 : 30---9 : 50 

立川竹田宅裏�  10 : 00---10: 10 

4 

月

7 

日

附

立川天井ニ洲僑�  

棚野公会堂�  

10: 20-10: 40 

11 : 0ひ-11: 30 

勝浦電報電話局 ~ I J II : 40-12: 00 

老人恕いの家

中角湯浅医院前�  

午後 1 : O(ト� 1 : 20 

1 : 3ひ-1 : 50 

I也 福 寺 入 口�  2・0ひ-2 : 20 

生名東林!奄�  2 : 3ひー 3 : 00 

生 名 セ ン タ ー 前�  

星谷選来場前

3:10-3:30 

午前 9 :30---9 :50 

森内氏宅池の横�  10: 0ひー10: 20 

4 

月

8 

日

臼鉛

勝浦会官官�  

今山センター前�  

10 : 3ひ-10: 50 

11 :0ひ-11: 20 

今 山神社前�  11 : 30---11 : 50 

石原センター前

古 山樹脂横�  

午後 1 : 0ひ-1:20 

1 : 3ひ-1 : 50 

田中食堂横�  2 : 0ひ-2 : 20 

生比奈農協前�  2 :30---3 :00 

」
勝 浦町役場�  3 :10---3 :40 

¥.../ 

¥ー，

平日午後� 6時~翌朝午前9時
休日午後ア時~翌朝午前� 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




